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倍精度演算 10～20 回を組み合わせることで実行できるが、単純には計算時間も 10～20倍にな
ることを意味し、実用化には計算速度の向上が不可欠となる。  




れている FMA(Fused Multiply-Add)命令、SIMD(Single Instruction Multiple Data Streaming)
命令、マルチスレッドを用いて、ハードウェアの性能を最大限引き出す方法を探索している。結









算対象ごとに詳述されている。第 1節では、マルチコア CPU において、FMA命令および SIMD 命
令を利用した演算に基づく高速化手法を示している。FMA演算とは積和演算 x × y +zを 1命令
で行う演算、SIMD 演算とは 1命令で複数のデータに対して同時処理を行う演算であり、CPU の
ハードウェア性能を最大限引き出す手法について詳細な検討を行っている。 











最終的に、SpMV および TSpMV において DD演算をそれぞれ高速に実行するために最適な BCRS 
格納形式(BCRS4x1)を見出すことに成功している。また、Krylov 部分空間法の代表的なアルゴリ
ズムである BiCG法のプログラムにおいて、収束特性とは独立に、純粋に 100 回の反復計算にか




用した BiCG 法のプログラムなどが示されている。 
 
 


























第４章第１～３節では、マルチコア CPUにおける DD 演算の高速化手法を論じている。本研














DD演算に対する FMA 命令・SIMD 命令の適用効果を確認できる。また、疎行列とベクトルの演



















 2020年 1月 27日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出
席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続
き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23
項第 3号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判断された。 
 
【結論】 
 よって、著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
